
倫 理 授 業 N o . 3 2

② 人 間 性 の 反 省

c f . の 登 場 … 1 6・ 1 7 Ｃ 、 仏[１ ]

新 旧 の 価 値 観 が せ め ぎ 合 う 移 行 期 が 背 景

e x . プ ロ テ ス タ ン ト v s カ ト リ ッ ク

科 学 的 世 界 観 v s 宗 教 的 世 界 観

人 間 の 本 性 を 冷 静 に 観 察 す る 「 道 徳 家 」 ＝ モ ラ リ ス ト が 活 躍

( 1 ) （ 1 6 Ｃ 、 仏 ）[２ ]

１ 仏 国 内 の 悲 惨 な 宗 教 戦 争 の 時 代

→ 読 書 と 内 省 か ら を 著 す、『 随 想 録 （ [３ ] 』）

「 私 は 何 を 知 っ て い る か （ [４ ] 」２ ）

ａ 人 間 を 深 く 省 察

… 偏 見 や 独 断 を 排 し 、 寛 容 の 精 神 を 重 視

ｂ 懐 疑 主 義 （ n o t 判 断 停 止 b u t 真 理 を 求 め 続 け る 態 度 ）

… 理 性 は 不 完 全 な の で 、 流 動 ・ 変 化 す る 真 理 を 得 る こ と は で き な い

( 2 ) （ I 7 Ｃ 、 仏 哲 ・ 数 ・ 物 理 学 者 、 宗 教 家 ）[５ ]

１ 決 定 的 回 心 （ 3 2歳 ）

→ 修 道 院 に 入 り ､ を 著 す『 [６ ]（ 瞑 想 録 』）

２ （ Ａ ） と （ Ｂ ）[７ ]学 の 精 神 [８ ]な 精 神

Ａ … 数 学 の 推 論 と 論 証 （ 理 性 中 心 で 論 理 的 ）

Ｂ … 微 妙 な 心 の 動 き を 直 感 （ 心 情 中 心 で 直 感 的 ）

「 人 間 は 考 え る [９ ]で あ る 」３

ａ 自 分 の 悲 惨 さ を 知 る こ と （ 考 え る ） ＝ 偉 大

ｃ 「 空 間 に よ っ て 宇 宙 は 私 を 包 む が 、 考 え る こ と で 私 が 宇 宙 を 包 む 」

ｂ 弱 く 死 す べ き 存 在 （ し か も 、 そ の こ と を 知 っ て い る ） ＝ 悲 惨

４ 人 間 の 在 り 方 … と し て 弱 く 不 安 定[ 1 0 ] 者

e x . 偉 大 と 悲 惨 、 天 使 と 獣 の 間

５ キ リ ス ト 者 と し て 強 く 安 定

∵ ２ の Ｂ に よ り 、 （ 神 の 偉 大 さ と 人 間 の 悲 惨 さ の 体 現 者 ） を 知 る[ 1 1 ] ＝ キ リ ス ト

c f . 「 自 分 の 悲 惨 を 知 ら ず に 神 を 知 る こ と は 高 慢 を 生 み 、

神 を 知 ら ず に 悲 惨 を 知 る こ と は 絶 望 を 生 む 」

M E M O e t c .


